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(1) 第124号 平成28年12月26日

レイカディア大学同窓会

初
め
に
本
日
の
主
旨
（
同
窓
会
の
活

性
化
）
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
己
紹
介
。
10

人
で
も
結
構
時
間

を
と
り
、
途
中
昼
食
弁
当
を
食
べ
な
が

ら
の
懇
談
に
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
の
活
性
化
へ
の
意
見

①
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
レ

イ
大
Ｏ
Ｂ
の
活
動
と
兼
ね
合
い
が

で
き
て
い
な
い
。
地
域
で
は
元
気

な
時
に
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
活
動

を
行
い
自
分
が
動
け
な
く
な
っ
た

時
に
助
け
て
頂
く
。
レ
イ
Ｏ
Ｂ
が

地
域
活
動
に
一
緒
に
な
っ
て
活
動
。

②
理
事
の
引
継
ぎ
で
会
員
の
お
住
ま

い
な
ど
を
覚
え
る
の
が
大
変
。

③
人
間
関
係
を
大
事
に
す
る
。

（
お
話
を
す
る
）

④
自
分
が
楽
し
く
な
い
こ
と
は
続
か

な
い
。
更
に
楽
し
め
る
活
動
に
。

⑤
定
年
後
の
在
宅
症
候
群
か
ら
活
動

へ
、
奥
さ
ん
（
旦
那
）
の
ご
理
解
。

9月30日（金）橋岡会館

⑥
知
り
合
い
（
先
輩
や
後
輩
）
と
し
て

声
か
け
て
頂
き
、
気
持
ち
が
高
揚
す

る
。

ご
意
見
ま
と
め

レ
イ
大
同
窓
会
活
性
化
の
た
め
に
は
お

互
い
が
気
持
ち
よ
く
言
葉
が
交
わ
せ
ら

れ
明
る
く
、
楽
し
く
、
気
楽
な
活
動
を

目
指
し
役
員
中
心
で
は
な
く
、
み
ん
な

が
主
役
に
な
っ
て
会
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
行

政
を
含
め
て
レ
イ
大
Ｏ
Ｂ
を
ど
し
ど
し

活
用
し
て
頂
き
活
躍
の
場
を
増
や
せ
る

こ
と
が
更
に
良
い
の
で
は
と
の
意
見
で

し
た
。

担
当
理
事

金
森
、
中
野
、
黒
川

10月24日、草津まちづくりセンターで歓迎会を行いました。21名の新会員中13名の参加があり、同窓会の説明、
昼食、活発な質疑応答など、意義ある会になりました。

新入会員のみなさん

新入会員歓迎会

学区合同交流会

各
部
か
ら
活
動
内
容
の
説
明

自己紹介と質疑応答

老上１・老上２・矢倉学区



大宝・大宝東・大宝西学区

(2) 第124号 草津・栗東支部同窓会だより 平成28年12月26日

対
象
会
員
は
三
学
区
合
せ
て
２
３
名

中
、
新
入
会
員
の
方
も
含
め
て
８
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
日
程

が
合
わ
ず
に
欠
席
と
な
っ
た
方
々
も
元

気
に
地
域
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
皆
様

の
ご
健
勝
を
確
認
す
る
こ
と
も
出
来
ま

し
た
。
最
初
に
中
嶋
学
区
理
事
か
ら
、

地
域
交
流
会
の
意
義
や
主
旨
説
明
が
あ

り
、
食
事
を
し
な
が
ら
の
交
流
で
は
、

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
建
学
時
の
お
話
や

学
費
の
変
遷
、
無
料
で
の
修
学
旅
行
、

皇
子
山
で
の
運
動
会
、
学
校
が
近
江
八

幡
に
あ
っ
た
話
な
ど
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
含

め
て
の
紹
介
は
歴
史
と
重
み
を
よ
り
一

層
深
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
「
同
窓
会
の
加
入
は
任
意
で

は
な
く
一
旦
は
全
員
が
入
る
べ
き
で
は

な
い
か
」
、
「
幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
大
事
だ
が
地
域
と
繋
が
る
事
に
よ
っ

て
地
域
で
貢
献
す
る
こ
と
も
重
要
で
は

な
い
か
」
、
「
皆
元
気
で
活
動
し
て
お

り
そ
れ
で
良
い
」
な
ど
見
識
に
富
ん
だ

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
地
域
活
動
を
何

十
年
も
続
け
て
お
ら
れ
敬
服
の
限
り
で

し
た
。
同
窓
会
活
動
を
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
「
草
津
・
栗
東
支
部
だ

よ
り
」
の
内
容
充
実
、
紙
面
の
カ
ラ
ー

化
、
同
窓
会
会
員
の
推
移
、
草
津
・
栗

東
支
部
の
今
後
の
行
事
、
39

期
生
の
入

学
状
況
、
「
え
に
し
の
会
」
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

後
半
は
デ
ィ
ス
コ
ン
で
体
を
動
か
し

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

最
後
は
記
念
撮
影
と
共
に
再
会
を
祈

念
し
て
お
開
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間
で
し
た
。

担
当

和
田

10月21日（金）コミュニティセンター大宝

河
前
支
部
長
、
大
西
副
支
部
長
、
黒

川
会
計
担
当
を
迎
え
、
志
津
（
４
名
）
、

志
津
南
（
５
名
）
、
玉
川
（
２
名
）
、

南
笠
東
（
２
名
）
の
16

名
の
出
席
を

得
て
開
催
し
ま
し
た
。

藪
志
津
学
区
理
事
の
司
会
に
よ
り

所
属
学
区
、
趣
味
、
地
域
活
動
等
に
つ

い
て
自
己
紹
介
を
行
っ
た
後
、
河
前

支
部
長
か
ら
同
窓
会
の
目
的
等
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
、
同
窓
会
入
会
後
退
会
す

る
者
が
多
く
あ
り
継
続
し
て
入
会
し
て

い
た
だ
く
に
は
「
会
員
同
志
が
連
携
し

た
活
発
な
地
域
活
動
が
必
要
と
考
え
、

そ
の
第
一
歩
と
し
て
地
域
交
流
会
の
開

催
を
企
画
し
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
た
。

同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

で
は
、
様
々
な
意
見
・
要
望
が
あ
っ
た
。

①
レ
イ
大
Ｏ
Ｂ
の
キ
ャ
リ
ア
を
活
用

し
た
活
動
の
検
討

②
草
津
市
等
行
政
と
対
等
な
立
場
で

の
連
携
し
た
活
動

③
琵
琶
湖
博
物
館
周
辺
の
散
策
等
の

多
様
な
企
画
・
立
案

④
作
品
展
へ
の
出
品
は
同
窓
会
へ
入

会
し
て
い
な
い
者
で
も
可
能
と
す

る
⑤
作
品
展
の
会
場
は
交
通
の
便
が
良

い
南
草
津
駅
前
の
フ
ェ
リ
エ
内
で

の
開
催
を
検
討

⑥
旧
草
津
川
の
清
掃
等
の
全
員
を
対

象
と
し
た
地
域
活
動
の
実
施

⑦
女
性
部
会
の
立
ち
上
げ
等
今
後
の

地
域
交
流
会
に
つ
い
て
は
、
共
通

の
趣
味
を
通
し
て
親
し
め
る
関
係

が
成
立
す
る
よ
う
な
企
画
を
す
べ

き
で
あ
る
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

担
当

大
上
、
櫻
木

志津・志津南・玉川・南笠東学区 10月１日（土）岡本町自治会館学区合同交流会
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初
め
て
の
学
区
対
抗
デ
ィ
ス
コ
ン

交
流
大
会
の
予
定
で
し
た
が
10

学

区
の
参
加
で
治
田
西
の
み
３
人
の
参

加
で
し
た
。
学
区
対
抗
は
出
来
ず
、

６
チ
ー
ム
に
振
り
分
け
、
予
選
２
回

そ
の
後
順
位
決
定
戦
で
優
勝
、
準
優

勝
、
３
位
が
決
ま
り
ま
し
た
が
予
選

敗
退
組
は
２
回
の
競
技
で
終
わ
り
少

し
物
足
り
な
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。

競
技
は
簡
単
で
終
盤
の
ど
ん
で
ん

返
し
も
あ
り
皆
さ
ん
大
い
に
楽
し
ま

れ
た
様
子
で
し
た
。

来
年
は
是
非
学
区
対
抗
戦
で
盛
り

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
各
学
区

か
ら
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

位
、
2

位
は
一
人
ず
つ
会
員
以

外
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。1

位
（
重
永
、
池
嶋
、
黒
川
）

2

位
（
河
前
・
川
瀬
・
一
坪
）

3

位
（
中
橋
・
金
森
・
鳥
居
）

11月17日 健康スポレク部 場所：野村体育館 参加者 19名

グラウンドゴルフ秋季大会

参
加
者
の
う
ち
4

名
が
女
性
会
員

で
し
た
。
今
後
、
も
う
少
し
女
性
会

員
の
参
加
が
増
え
る
よ
う
に
考
え
た

い
。成

績
は
2

季
連
続
で
優
勝
さ
れ
た

徳
井
泉
二
さ
ん
を
近
差
で
抑
え
、
志

津
南
の
秋
山
謙
二
さ
ん
が
初
優
勝
で

す
。
天
候
も
汗
ば
む
く
ら
い
で
最
高

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
日
和
で

し
た
。
予
定
し
て
い
た
終
了
後
の
懇

親
会
は
ゴ
ル
フ
場
が
一
面
し
か
使
用

で
き
ず
、
プ
レ
ー
に
時
間
を
費
や
し

た
た
め
時
間
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
か
ら
ゴ
ル
フ
場
を
他
の
所
も

使
用
す
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

10月20日 健康スポレク部
場所：弾正公園多目的広場 参加者 32名各部行事報告

ディスコン大会

ハイキング 「ぶらり栗東再発見めぐり」

予想外に参加者があり栗東市ボランティアガイドの西村忠氏が作成されたハイキングガイド資料も不足気味。
手原駅を出発旧東海道を石部方面に向かい旧和中散本舗から九品山新善光寺、万年寺に行きました。万年寺では
住職より寺の 成り立ち、重要文化財の仏様などの説明を受け、思わぬ勉強が出来ました。昼食は田舎の元気やで
食べ、昼からの工程に入り鈎の陣、目川一里塚跡追分道標、草津本陣に無事到着。この日の歩数約20,000歩！。
日頃皆さんウォーキングで鍛えているらしく一人の脱落者も無くボランティアガイドの西村さんも驚いていまし
た。参加者の皆さんと、親睦、また歴史の勉強が出来最高の一日でした。 中橋

12月1日 健康スポレク部 参加者 21名
（会員、38期在校生、会員外）

新善光寺
万年寺



(4) 第124号 草津・栗東支部同窓会だより 平成28年12月26日

第6回歴史探訪会 「草津・南笠の古墳を訪ねて」 12月5日 文化研修部 参加者 25名

好天に恵まれ、前方後円墳や笠寺廃寺縁の遺物などが出土した南笠を郷土史家・小寺實氏の案内で巡り、昼食
会場では、氏から「道」についての解説を頂きました。鉄道遺産「狼川捻じりマンポ」や最近奈良時代の長舎跡
が出土した現場も案内して頂きました。また、東山道の一部で発掘現場を見ることが出来ました。これを機会に
東山道の様子がもう少しはっきりとすると思います。南草津駅～十禅寺川までの往復は石田が案内させていただ
きました。（距離約7.5キロでした。） 石田はま子

治田西学区 齋藤功様が９月１３日にご逝去されました。
謹んでご冥福をお祈りもうしあげます。

地域活動（参加人数） 実施日 内容など

草津街あかり・華あかり

（延べ20人）
11/4(金)、11/5(土)

17:00～21:30と長時間だったが、燈籠の配置、点火、

消灯燈籠の点検、後片付けを行う。４日は少なかった

が、５日は大勢の方が来られた。

和中散本舗（延べ11名） 10/1(土)、11/5(土)
10/1は来館者１０人弱と少なかった。11/5は午前中
９人、館内の立派さに驚かれる。

栗東傾聴（延べ6名） 10/17(月) 、11/21(月)
3テーブル８名前後に別れ話を聞く。戦前の話や子供

が大きいのに未婚など色々出た。

常盤小学校（6名） 11/17(木) 校庭入口の樹木や、前庭の剪定を行う。

(

草
津
街
あ
か
り)

地域活動部 １０・１１月報告

同窓会ホームページを閲覧ください。
ＵＲＬ http://lacadia-dousoukai.com/
または
検索サイトで レイカディア大学同窓会

編集後記

12月号は掲載記事が多く次号に一部記事が持ち越
しになりました。
総務広報部の部員大募集！「支部だより」の記

事取材、編集をしていただける方を歓迎します。

地域活動事例発表会（11月14日）で当支
部の西村久さん（36期地域文化）が「大
宝神社のサンヤレ踊りの復興に貢献」の
発表をされました。詳細は會報３３号お
よびホームページでご覧ください。

訃報連絡

狼川捻じりマンポ

会員の訃報連絡をお願いします。
総務広報部長 大西まで

☎ 077-564-4317

http://lacadia-dousoukai.com/

